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4　む　　す　　び

寡日照下における黒いぽキ1ウリの栽培上の適切な

温度管理を設定するために，夜温15℃，10℃，地

温20℃，15℃の組合せで生育，収量等について調

査した。

温度設定は，必ずしも精確にはゆかなかったが，生

育については，地温20℃と15℃の差は小さく，高

地温でわずかにまさった程度であった。反面，夜温に

ょる生育差は大きく，15℃が10℃よりも草丈や薫

の大きさ，巻きひげの伸び等がまきった。

収量では，生育とほぼ同様の傾向にあり，地温によ

る差がほとんど無く，夜温による差がやや大きかった。

草丈や英数，糞の大きさほどに収量に差が出ないの

は，15℃の夜温では，■っるぼけ”状となり，果実

の肥大が遅れたためと考えられる。

以上から，黒いばキュウリの定植後の温度は，地温

が15℃，夜温15℃でよいと考えられる0　しかし，

夜温15℃では，“つるぼけ，状になることからみて，

夜温は12～15℃にすべきであると推察される。

今後は，さらに経済的な低地温の範乳　首の素質と

夜温，日照量との関係について検討する必要がある。

キュウリの温度管理に関する試験

第2報　春系キュウリの育苗ならびに定植後の温度管理について

横川　庄栄・小山田光男・三浦　孝雄

（山　形　県　園　試）

1　ま　え　が　き

前報において定植後の地温は15℃あれば良いと報

告したが，さらに苗の素質が関係すると思われるので，

それらとの関連において検討したので報告する。

2　試　験　方　法

品種は松のみどりを用い，1月d日には種した。1

月9日鉢上げ後，夜間温度を10℃と15℃にして育

苗した。2月20日に定植を行ない，地温および夜間

温度を10℃と15℃とし，第1表に示す組合せとし

た。

第1蓑　試験区の構成

項 目

区

区　　 の　　 内　　 容

定　　 植　　 後 苗　 床

夜 間 気 温夜 間 気 温 地　　　 温

1 1 5　 ℃ 1 5　 ℃ 1 5　 ℃

2 1 5 1 5 1 0

5 1 5 1 D 1 5

4 1 5 1 0 1 0

5 1 0 1 5 1 5

d 1 0 1 5 1 0

7 1 0 1 0 1 5

8 1 0 1 0 1 0

気温はハウス内をポリカーテソで仕切り，温風暖房機

を用いて，サーモスタットで調節した。地温は苗床お

よび定植床に10m間隔に電熱線を張りサーモスタッ

トを用い調節した。

5　試　験　結　果

1　温度の経過は夜間気温10℃区で士1℃，15

℃区で土2．5℃くらいの範囲内で設定温度に近い値を

示し，地温では10℃区，15℃区いずれも設定温度

よりも高く経過し，設定温度を得られたのは1日のう

ちごく短い時間であった。

特に夜間15℃区の地温10℃区は高く経過した。

2　定植時における生育は，草丈，乗数ともに育苗

夜温15℃区がまさり（第2蓑），葉も大きいものと

なった。この生育差は地温15℃区では試験打切日ま

で続き，1D℃区では徐々になくなり，最後には逆転

した。また，定植後攻温．地温ともに10℃の場合は，

育苗夜温にかかわらず生育が停止することが認められ

たので，5月7日に地温を15℃とした。定植後夜温

による生育は，10℃よりも15℃区が旺盛となり．

日を追うにつれ差は大きくなったが，多少つるボケ気

味の様相を示した。地温による生育は15℃区で旺盛

となったが，寒温による生育差ほどに大きくはなかった。



東北農　業研　究　第14　号　（1975）　　　　　　　　　　　555

第2表　生　育　の　推　移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10株平均）

2 月　 2 0　 日 2 月　 2 7　 日 5 月 占 日 5 月 1 0　 日 5 月 1 7 日

草　 丈 英　 数 草　 丈 彙　 数 草　 丈 乗　 数 草　 丈 乗　 数 草　 丈 稟　 数

1

1 5

1 5

1 0

l

1 5

ぶⅥ

2 0．5 4 5

c m

5 5 ．5 5．7

　 c m

4 8 ．5 7 1

／二7乃

5 7 5 8 ．5

（7乃

7 9．9 1 口．8

2 1 0 占．7 2．9 1 8 ．9 4 4 2 8 ．8 5 ．8 5 7 4 8 ．7 6 1．7 鼠 0

5 1 5 2 1．0 2．2 5 2 ．7 5．6 4 5 ．9 8 ．8 1 5 2 ・5 7 7 6 8 ．8 9．9

4

5

1 D 8 ．5 5．0 1 5 ．5 4 5 2 7 5 5 ．4
l　 5 4 1

6 ．5 5 0 ．1 8．2

1 0

1 5

1 0

1 5 1 9 ．7 4．4 2 6 ．5 5．1 5 5 ．4 5．8 5　ヱ 7 ‘．8 4 8．5 8 ．0

d 1 0 6 ．5 5．D 1 1．0 4 0 1 7 5 4 7 2 2 ．1 5 ．5 5 5 ．2 占．9

7 1 5 2 0 ．1 4．4 2 8 ．5 5．1 5 5 ．7 5 ．8 5 8 ．9 8．4 4 4．1 7 占

8 1 0 7 2 5 ．2 1 1．9 4．0 1 8 ．1 4 5 2 0 ．9 5．2 2 9 ．7 占．5

　　 調 査 日

区　　 項 目

5 月　 2 4 日 5 月 5 1 日 4 月 7 日 4 月 1 5 日 7 月 1 日

草　 丈 英　 数 草　 丈 乗　 数 草　 丈 糞　 数 草　 丈 乗　 数 草　 丈 葉　 数

1
9 4 ㌢ l

1 1 5 ・7
1 5 2 ．㌢

1 ヱ 0
1 占5，㌢

2 0．8
1 9 占．㌢

2 5 ．5
　 C m
d 5 2 ．5 7 5 ．占

2 8 2 ．0 1 1．8 1 1 乳 5 1 4 9 1 5 6 ．D 1 8 ．8 1 9 0．9 2 0 ．9 占5 2 ．2 7 1．7

う 8 5．7 1 2 ．5 1 1 5 ．1 1 5 ．2 1 5 9 ．8 1 8 ．9 1占7 9 2 1．5 6 0 2 ．0 紙 7

4 7 D．1 1 口．8 1 0 1．7 1 5 ．8 1 5 7 8 1 7 8 1 7 5 ．4 2 0 ．5 占うヱ 9 7 1．8

5 ヱ 9 9．7 7 1．4 1 1．7 8 8 ．5 1 5 ．5 1 〔）5 ．5 1 7 占 5 7 4 ．2 7 0．0

占 4 4 5 白，2 d O ．D 1 0 ．6 8 0 ．2 1 5 ．2 9 9 ．6 1 5 ．7 5 7 2 ．8 8 8 2

7 4 9 ．5 8，9 5 8 ．8 1 0．5 7 1．0 1 2 ．5 8 5 ．1 1 4 4 5 5 7 7 8 5 ．5

8 i 5 8 ・5 7 4 4 9 ．9 9．4 占7 1 1 2 ．8 8 2 ．8 1 4 ．0 5 7 9 ．0 6 8 7

5　雌花の着生および側枝の発生は第5表に示すよ　　温10℃がやや劣った。側枝の発生は育苗夜温10℃

うに，10節ぐらいまでの雌花の着生は育苗夜温10　　で多く，また，定植後気温によっても10℃区が多い

℃で多く，定植後夜温および地温による差はあまりみ　　傾向を示した。これに伴い有効側枝数も10℃区が多

られない。10節以後では，定植後夜温15℃育苗夜　　かったが，有効率では15℃区が高い値を示した。

第5表　雌花の着生，および側枝の発生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日0株当り）

　 項 目

区 餞 李 温

雌 花 の　 着 生 側　　 枝　　 の　　 発　　 生

1 0 節

ま で

1 0 ～ 20

節 まで
合 計

1 0 節 ま で 1 1 ～ 2 0 節 ま で 合　　　 計 有 効　率

有 効 無 効 計 有効 無 効 計 有 効 無 効 計

1

　 ○
1 5

　 0
1 5

1 5：l 2 5

1 0 1 5 8

8 8 11 1 5 1 1 0 占1 5 1 2 1 7 5 8 2 2 7 8
7 1．8 喀

2

5

7 1 12 9 d S 1 5 7 8 2 9 4 5 7 4 9 2 d O 15 2 8 0．5

0
1 5 0 2 5 9 7 1 2 2 50 1 0 占0 1 1 2 1 5 5 1 2 2 7 5 占え9

4

5

10 　 0
1 0 5 5 7 0 1 2 5 4 9 2 5 7 2 1 8 5 5 7 1 6 7 7 8 1 4 5 4 6．9

j∵

（〉
1 50
2 6 9 8 1 2 4 5 5 5 9 9 4 1 1 0 1 1 5 6 4 9 10 5 5 5．5

8

7

1 5 1 0 0
5 2 9 9 1 5 1 8 5 5 1 9 4 5 5 2 5 7 6 8 8 8 1 5 d 4 5．8

0

　 0
1 5 2 6 9 d 1 2 2 4 0 4 2 8 2 1 10 1 1 4 1 5 2 9 5 4 4 1

8 1 0 1 0 0 4 1 9 9 1 4□ 5 7 5 8 9 5 1 1 5 1 6 2 8 8 8 9 1 5 7 4 5．5

注．有効；側枝第1節に雌花をつけた側枝

無効；　　　　〝　　　　　つけない〝
有効率≠ 20節までの有効側杖教」×100

2　0節までの合計側校数
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4　収量は第4蓑に示すように，育苗夜温15℃区

が10℃区よりも収穫始めが早く，初期収量も多いが

中期以後の収量では育苗温度による差はみられない。

また，定植後夜温によっても15℃区は10℃区に比

べて収穫始めが早く，初期収量も多い。地温による収

第4蓑　上　果　時　期　別　収　量

量への影響は定植後夜温15℃で，収穫のごく初期に

おいて15℃区がわずかにまさる程度であったが，定

植後夜温10℃では地温を10℃とした場合生育不能

となった。くず巣の発生は第5秦に示すように育苗低

夜温，定植後任夜温の区に初期において多くみられた。

（株当り）

篭 議 芸 目 、

収 穫

始 期

5 月 下 旬 4 月 上 旬 4 月 中 旬 小　　 計 4 月 下 旬

本　 数 重　 量 本　 数 重　 量 本　 数 重　 畳 本　 数 重　 量 本　 数 重　 量

1

1 5

1 5

1 5

月 日

5． 1 4 1．0

　 ㌢

9 1．5 2．0

　 ダ

1 飢 5 2．8
　 タ
2 1 ヱ 9 5．8

　 才

4 9 5月 5．4

　 ダ

5 0 1．4

2

5

1 0 4　 1 8 4 5 2．6 1．7 1 2 9．1 2．0 1 6 1．7 2．8 2 5 8．1

1 0

1 5 5． 2 7 n 7 5 1．6 1．8 1 5 8 ．5 2．4 1 7 5．7 4 8 5 8 5 5 5．5 2 8 2．1

4 1 0 4　 1 n 5 5 4 5 t 7 1 2 1．5 2．1 1 5 占．0 5．0 2 5 9二d

5

1 0

1 5

1 5 5 ．2 9 0．5 2 1．4 0．9 8 5．6 1．5 1 1 4．1 2．8 1 9 9．1 2．9 2 5 0．4

6

7

1 0 4　 5 0．1 6，5 n d 5 8 0 0．7 4 4 2 2．8 2 4 1．1

1 0

1 5 5 ．2 9 n 2 1 0．7 n d 4 1．9 n 8 5 占．5 1．6 1 0 8．9 2 ．4 2 0 4 9

8 1 0 4　 7 n l 8 7 n 5 1 8 ．4 n 4 2 ‡ 1 2 ．0 1 7 Z d

l
　 時 期

区　 聖 、

5 月 上 旬 5 月 中 旬 小　　 計 5 月 下 旬 8 月 中 旬

本　 数 重　 量 本　 数 重　 量 本　 数 重　 量 本　 数 重　 量 本　 数 重　 量

1 2．7 2 5 8 6 2．7 5 1 5 ．8 8 7 8 7 5 月 4 4 4 2°．5 6．2 7 2 5．1

2 乙 7 2 7 4 1 5．2 5 1 5．2 8 8 8 2 5 ．4 4 5 4 5 7 8 5．8 5 9 9．4

5 2．° 2 5 5 ．7 5．1 5 1 0．4 鼠 1 8 4 8 2 4 5 4 4 1．d 4 9 5 1 t 2

4 5．5 5 0 7 7 5．5 5 0 8 ．5 R d 8 5 5 ．5 4 2 4 0 4．7 5．5 6 0 0．9

5 5．0 2 8 2 ．5 5．0 5 2 2 ．1 8 8 8 5 5．0 4 5 4 1 5．8 5．4 ‘1 2．0

‘ 2．5 2 5 8．9 2 ．7 2 6 4 8 a O 7 4 1．9 5．9 5 d 9．0 4 8 5 5 1．2

7 2．4 2 2 2 ．7 5．0 5 0 4 2 7 7 7 5 1．8 4 5 5 9 9．7 4 8 5 0 8 ．7

8 2．1 1 8 8 ．5 2．9 2 9 9．8 Z O 6 8 5．9 4 4 4 0 4 0 5．9 6 1 5 ．5

時 期
6 月 中 旬 8 月 下 旬 小　　 計 合　　 計

区　　 項 目　　　、、．＿ 本　 数　 重　 量 本　 数 重　 量 本　 数　　 重　 量 本　 数　 重　 量

1 5．5 5 4 5 ．1 5．5 5 7 7 0 1 7 4 1． 8 7 1，4 5 1．9 5，2 5 9．0

2 5．0 2 9 8．0 5．0 5 5 8 ．4 1 5．8 t d 7 5 ．5 2 8．6 2 ，d ‘n d

う 5 ．5　　　 5 5 7 4 2．7 2 7 5．8 1 5 ．5 1 5 8 4 0 2 9．4　　 2 ．7 9 5．7

4 5．0　　　 5 1 5 ．1 五 〇 5 2 ヱ 0 1 5 ．5　 1 8 4 5．8 Z Z 1　 2．8 5 5．1

5 2 ．1 2 5 4．2 2．d 2 7 6．d 1 4．5　 1． 5 5 8 4 2 5．9 2 ，5 9 2 ．5

d 2．8 2 8 0．5 2．7 2 8 占．5 1 4 1 1 4 4 8 8 2 2．7 2 ．2 5 2．9

7 1．7 1 7 n．2 2．7 2 8 ヱ 2 1 5 ．4 1． 5 8 5 ．7 2 2．7 2 ，2 0 4 4

8 2．4　　　 2 5 5 ．5 2 ．9 5 2 5．4 1 5 ．5　　 t 5 7（i．4 2 2．9　　 乙 2 d R S
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第5表　くず果時期別発生割合

添 芸 苗 ≡ ≡
　　　　　 l
収 穫 始 ～ 4 月 中旬 ～　 5 月 中 旬 ～ d　月 中 旬 全　　　　　 期

本　 数 発 生 率 本　 数 発 生 率 本　 数 発 生 率 本　　 数 発 生 率

1

1 5

15
15 1．1 1 5．9 4 8 5 5．6 8．5 2 占．d 1 2．1 2 7 4

2

5

1ロ 2．1 5 1．2 4 5 5 2．8 5．8 2 6．9 1 2．1 5 1．2

1 0

1 5 1．0 1 7二2 5．5 2 6．8 8．4 2 9．2 1 口．占 2 8．4

4

5

1「 1．5 4 1．7 5．1 2 4 4 5．5 2 8．2 1 0．1 2 7 1

1 0

1 5
1 5 n 8 2 5．5 4 5 5 2．8 6，7 5 t d 1 1．8 5 1，5

6

7

1 0 1．5 d a 2 4 9 5 8．0 6．9 5 2．9 1 5．5 5 8．8

1 0

1 5 1．0 5 8．5 5．4 5 0．8 占．D 5 0．9 1 0．5 5 1．1

8 1 0 0．7 占5．6 4 8 4 0．7 6．5 2 8．9 1 1．7 5 5．7

発生率望
当該時期の下物収拾
当該時期の全　収　島

×100

4　考　　　　　察

育苗夜温を15℃と10℃にした場合は，10℃の

ほうが生育が劣り，収穫始めが遅れるが，雌花の着生

および側枝の発生が多い。しかしながらこの雌花およ

び側枝は直ちに収量に結びつくす，のではなく，退化す

るものが多く，栄養生長との均衡との間額がある。定

植後夜温は収量を支配する大きな要素とみられ，15

℃では栄養生長を促し，収穫期を早め，上巣を多くし

て多収を示した。地温は高夜温の下では15℃が袈分

収穫期を早め収量を多くする効果があったが夜温に比

し影響が少なかった。しかしながら低夜温の下では，

これを補足する効果があるものと思われた。

以上により当温度処理の範囲では育苗夜温，定植後

夜温，地温ともに15℃が最高の収量を得たが，前報

において報告した成績とあわせ検討すると，春系キュ

ウリの実用的地温は15℃にあるものと推定され，夜

温については育苗時から定植後初期は15℃に近い温

度に，収穫の始まるころより10～15℃の間に適温が

あるものと推定される。今後は，低温育苗を行ない発

生の多い雌花および側枝を有効に用いるような温度管

理および経済性について検討する予定である。

夏秋キュウリのおそまき栽培試験

大　友　詔次郎
（福　島　県園　試）

彪1　は種期‘月10日　珠間90（Ⅶ（対照）
1　ま　え　が　き

福島県の夏秋キュウリ栽培は年々増加しており，そ

れに伴い栽培期間の前進および延長が試みられるよう

になった。

は撞期が遅れるほど通常減収するが，本試験ではお

そまきの場合（‘月下旬以後）の減収程度を知り，増

収方策を我穂株間の面から検討しようとしたものであ

る。

種
　
区験

晶
　
試

1
　
　
2

2　試　験　方　法

新光A号

ノ広2　　　〝

ノ広さ　　　〝

ノ拓4　　　〝

ノ拓5　　　〝

ノ佑d　　　〝

ノ佑7　　”

6月5　0　日

6月5　0日

7月10日

7月10　日

7月2　0日

7月20日

”　45ロ乃

〝　d Oc椚

′′　45cm

〝　d Ocm

〝　5　0cm

′／　4　5cm

5　試験区の規模　1区10．8ナげ，2区制

4　哉植方法

（‖　うね幅　57花，2集権

（2）合掌型ネット支柱使用　合掌幅　2・1分1，高さ

2．4m

5　施肥量




